
「庭 」 再 考

西 谷 真 稚 子

アン ドルー・マーヴェルの"TheGarden"は,む ずか しい詩である。九連、

七十二行 の詩のひ とつひとつのことばは平明であ り、庭の情景は快 く展開

するに もかかわらず、この詩は読 まれるたびに捉 え難い印象 を与えて単な

る庭賛美の詩ではないことを明 らかにするだけなのである。

この詩がむずかしい理由のひ とつは、庭 というもの自体に様々な特質や

象徴性が既に伝統的に付 されているとい うことにある。 もうひ とつの理由

としては、 この詩が書かれた当時の政情 との関わ りがあげ られる。その頃

の英国は内乱に揺れてお り、その中で王党派、議会派いずれに対しても共

感 と椰楡の入 りまじっている数々の詩を書いたマーヴェル とて態度の決定

を追 られていた者の例外ではない。"TheGarden"は 、議会派の要職にあ

りながらクロムウェル と意見を違 えてヨークシャのアプル トン屋敷に隠棲

したフェアファクス卿の もと、その娘の家庭教師としてマーヴェルが過 ご

した日々に書かれた とされている。二年足 らずの寄留の後、詩人が職 を辞

してクvム ウェルの もとへ と去っていった事実は、庭が表わす象徴 のひと

つ、隠遁生活 というものに、 より微妙 な意味あいを加えているかもしれな

いのである。

けれども、庭 とい うものに備わる伝統的な属性 をたどることも、詩人の

政治的心情の傾 きを推 しはかることもついには副次的な作業にすぎないと

思われる。いまひとつの新たな庭 がこの詩人によって語られたことは確か

であり、この庭 をた ぐいまれな く魅力的に しているのはその独 自性 に他な

らないからである。この庭を語る者の特有の声をあとづ け、 この庭のい く

つかの面 を考察すれば、この庭が詩人にとってどういう庭であつたのかが
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多少 な り と も見 え て くる の で は な いだ ろ うか 。

(1)語 り手 、naif

"TheGarden"で ま ず 注 意 を ひ くの は詩 のtoneで あ る
。 マ ー ヴ ェ ル の

詩 の 特 徴 は しば しば均 衡 、 とい う こ とば で 表 わ され るが 、"TheGarden"

で もhumoroustoneとserioustoneが 微 妙 な均 衡 の も と、な い まぜ に な っ

て い る と言 え る 。 しか し"TheGarden"で は そ の 二 つ のtoneは あ る独 特

の 関係 を持 つ よ うに感 じ られ る。この こ とは 同様 に そ の 二 つ のtoneが 交 錯

す る同 じ詩 人 の カ ン ト リー ハ ウ ス ・ポエ ム 、Ul)onAPPIetonHowseと 比 べ

る と よ りは っ き りす るか も しれ な い。UPonAPPIetonHOZtseも ま た 、隠 遁

生 活 を複 雑 な感 情 を こめ て 扱 っ た詩 で あ る 点 も興 味 深 い こ とで は あ る。 こ

の長 詩 に お い て、 まず 、humoroustoneは 主 と して い くつ か の 手法 か ら 出

て い る と考 え られ る。 た と えば 、 屋 敷 の建 物 そ の もの が 主 人 フ ェ ア フ ァ ク

ス卿 の 偉 大 さ に圧 倒 され 、遜 っ て 形 状 を変 化 させ 身 を縮 め る さ ま、1)あ る い

は夕 暮 ど き、 鮭 捕 りた ち が皮 の小 舟 を頭 に か つ いで 帰 途 に つ く姿 が 靴 を は

く対 蹟 人 や 亀 に た と え られ る くだ り、2)な どは 無 理 強 い され た 突 飛 な 奇 想 と

して 悪 評 も受 け て は い る が 、そ れ ぞ れ 謙譲 の 美 徳 につ い て の観 念 的 な言 及 、

あ る程 度 の苦 さ を こめ た世 界 と屋 敷観 の 記 述 の あ とに用 い られ る時 、 そ う

い っ た事 柄 の深 刻 さ を柔 らげ る方 向 に働 い て い るの は 否 め な い。 奇 想 で は

な い け れ ど語 り手 の 自 己戯 画 化 も似 た よ うな効 果 を幾 度 か 生 ん で い る。 あ

るいはhumoroustoneは 詩 中 でmock-heroicの 手 法 を用 い た場 面 に も聞 く

こ とが で きる。 語 り手 の 回 想 の 中 、 フ ェ ア フ ァ ク ス卿 の祖 先 が 、 欲 深 く 自

己満 足 的 な修 道 女 達 か ら、 許 婚 者 と自 らの 屋 敷 の 地 を奪 回 す る こ と を企 て

る。 あ わ てふ た め く修 道 女 達 が 、

Some to the Breach against their Foes 

Their Wooden Saints in vain oppose, 

Another bolder stands at push

一2-



With their old Holy-Water Brush. 

While the disjointed Abbess threads 

The gingling Chain-shot of her Beads, 

But their lowd'st Cannon were their Lungs  ; 

And sharpest Weapons were their Tongues.

(Upon Appleton  House  , 11.249-256.)

と描かれる時、その平常のとりす ました態度が崩されるおかしみと共に、

彼女 らの携 える無害な武器が大仰な戦争の比喩で語られることが笑いを誘

うであろう。 また現フェアファクス卿が屋敷の庭 を散策す る場面で、花や

昆虫は 日が昇 るにつれて戦備 を整 え、

These, as their Governour goes by, 

In fragrant Volleys they let fly  ; 

And to salute their Governess 

Again as great a charge they press  :

Well Shot ye Firemen! Oh how sweet, 

And round your equal Fires do meet  ; 

Whose shrill report no Ear can tell, 

But Ecchoes to the Eye and smell. 

See how the Flow'rs, as at Parade, 

Under their Colours stand displaid 

Each Regiment in order grows, 

That of the Tulip Pinke and Rose.

(Ibid.,ll.297-300,305-312。)

と卿に礼を尽 くした後、 日没後 も夜勤 を怠らないさまが描かれる時、平穏
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な庭 に す ま う可 愛 い 生物 の 生 態 が、 は るか に大 き な規 模 の 人 間 の 軍 備 に た

とえ ら れ る落差 が 滑 稽 に 感 じられ る 。

これ に対 してUponAppletonHouseのserioustoneは もっ と広 範 に わ た

って い る よ うで あ る が、 そ の 効 果 の 度 合 に 比 べ れ ば それ が 生 じ る源 は比 較

的 明確 で あ る と言 え よ う。 す な わ ち、 屋 敷 を と り ま く社 会 の混 沌 と した 内

乱 へ の 思 い と、 そ れ に対 す る態 度 決 定 を 自己 の 内 で 迫 られ て い る詩 人 の 心

情 で あ る。 敷 地 内 の 草 地 で草 刈 人 が 誤 っ て ク イナ を切 り殺 す エ ピ ソー ドは

しば しば 指 摘 され る よ うに、 時 の 国 王 チ ャー ル ズー 世 の 断 罪 を 暗示 す るの

か も しれ な い し、 繰 り広 げ られ る草 刈 の 情 景 が 死 骸 累 々 の 不 吉 な戦 場 に な

ぞ らえ られ る時 、 そ れ は 屋 敷 の外 の世 界 と容 易 に重 な るだ ろ う。 そ こ に起

こ る川 の 大 洪 水 は王 党 派 詩 人達 が好 ん で用 い た社 会 混 乱 の 比 喩 で あ った し、

その 草 地 か ら逃 れ た語 り手 が 森 の 中 で 出 会 う鳥 や 木 々 の情 景 も再 び王 の 断

罪 を彷 彿 とさせ ず に はお か な い。一 方 で このserioustoneはhumoroustone

に ま じ りさ え す る時 が あ る。先 に記 し た二 つ の ス タ ン ザ は これ に該 当 す る。

行 動 を起 こ して こ とに あ た った フ ェ フ ァ クス 卿 の祖 先 へ の 賞賛 か ら は、 内

乱 解 決 に至 るか も しれ な い行 動 の 世 界 か ら身 を ひ い て 隠 遁 して い る フ ェ ア

フ ァ クス 卿 に対 す る詩 人 の複 雑 な 気 持 ち が 浮 か び あ が って くる し、 か つ て

は 国家 の 一 軍 を指 揮 した 人 物 に庭 の 花 々や 昆 虫 の 隊列 を配 す こ とに も詩 人

の苦 い気 持 ちが 感 じ られ な く もな い。 これ は ま こ とに微 妙 なmock-heroic

の手 法 な の で あ る。こ う して主 だ っ た もの を見 て も、UPonAPPIetonHozese

のhumoroustoneとserioustoneは 入 りま じ り、時 に は 同 時 に併 存 す る と

言 っ て よ い で あ ろ う。

一 方
、"TheGarden"で は、humoroustoneは 専 ら語 り手 の 奇 妙 な論 理

に負 う。

How vainly men themselves amaze 

To win the Palm, the Oke, or Bayes  ; 

And their uncessant Labours see
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Crown'd from some single Herb or Tree. 

Whose short and narrow verged  Shade 

Does prudently their Toyles upbraid ; 

While all Flow'rs and all Trees do close 

To weave the Garlands of repose.

(The Garden , 11.1-8.)

詩の冒頭から二行 目で言及 されている椋欄、柏、そして月桂樹の枝や葉

は無論、戦での誉れ、公的な誉れ、詩業への誉れを各象徴するものである

が、二行 まででこれ を人間の行為の動機中に潜む虚飾をとがめる声 と思い

はじめる聞 き手は見事な肩すかしをくらわされる。語 り手は実際に名誉の

結果 として手に入れ る植物の量の少なさを、庭の豊かな植物 と比較 して問

題にしているのである。 ことばから比喩的意味が全 く欠落 し、字義的意味

のみで語 られる論理は、語 り手が初めに極めて素朴な視点 を与えられて登

場することを明確に示す と同時に、その視点には風変わ りと言えるほど並

はずれて強い、彼の植物を愛する性質があずかっていることを印象づ ける。

そして彼のこういった視点は保ち続けられるように見える。第三連で彼が、

No white nor red was ever seen 

So am'rous as this lovely  green,

(11.17-1g.)

と言 う時、容色美 しい恋人を比喩的に示す白と紅は字義通 りの色彩 とし

て、語 り手の賛美する植物の緑色 より劣つているとされてしまうのだし、

第四連で語 り手が、その昔神々が乙女 を追い求めたエピソー ドをもちだし

て

Appolo hunted Daphne so,
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Only that She might Laurel grow. 

And Pan did after Syrinx speed, 

Not as a Nymph, but for a Reed.

 (n.29-32.>

と語 る時、乙女たちは追われたために植物 に変 じたとい う原因結果は完

全に覆 され、植物 を得 るために乙女たちは追い求め られたのだ と解釈 され

ている。 これ も彼の植物に対する度をこした愛情か ら生 じた特異で非常に

主観的な解釈であり、無論そこにはこれ らの神話が もとになるところの、

月桂樹の冠や葦でつ くったpan・pipeの 比喩的な意味など付加されるはずも

ない。 この語 り手の植物への傾倒ぶ りは以後度合の変化はあるものの変わ

ることな く続 くのであるが、特に詩の前半に上記のように展開される語 り

手独特の論理はその突飛なまでの単純 さでおかしみを持ち、詩のhumourous

toneを 形成していると言えよう。そしてこういった意味の単純 さのゆえに、

この語 り手 を一応、naifと 呼んでさしつかえないと思われる。

ところで"TheGarden"のserioustoneは このようなnaifと 切 り離す

ことはできない。さきほどのようなnaifの 奇矯 とも言えるほどnaiveな 論

理に詩の冒頭からたて続けに出 くわす時、そこにはnaifか らL歩 離れて耳

を傾 けようとする姿勢が必然的につ くられるのではないだろうか。っまり

naifは 彼の語 り口に見える見方 とは異なる庭への視点が存在することをか

えって強 く感 じさせる結果 を導いているのである。それは具体的なことか

ら言えば、詩の中に潜むpunの 数々を解 く方向へむかわせ る、といった結

果のことである。それを再び第一連でみてみたい。

How vainly men themselves amaze 

To win the  Palm, the Oke, or Bayes ; 

And their uncessant Labours see 

Crown'd from some single Herb or Tree.
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Whose short and narrow verged Shade 

Does prudently their Toyles upbraid  ; 

While all Flow'rs and all Trees do close 

To weave the Garlands of repose.

 (11.1-8.)

人 間 が 苦 心 して 得 た椋 欄 の 、 柏 の 、 あ るい は 月桂 樹 の 冠 に実 際 用 い られ

る植 物 の お とす 貧 弱 なか げ は"DoesprudentlytheirToylesupbraid"(1.

6)."prudently"に は(1)思 慮 深 く、(2)策 を懐 して 、"Toyles"に は(1)労

苦 、(2)わ な 、,upbraidに は(1>と が め る、(2)編 み 上 げ る、の 意 味 が こめ ら

れ る 。 これ らの 意 味 が さ ま ざ ま に組 み あ わ さ る こ とに よ り、 こ の行 は 意 味

あ い の 異 な る含 蓄 を持 つ 。 貧 弱 な か げ しか お と さ な い僅 か な植 物 の 枝 葉 を

編 み こ ん だ 冠 そ れ 自体 が 、 そ の 冠 を求 め る 人 間 の わ な に は め られ た よ うな

労 苦 を謎 責 す る 時、 一行 目の"vainly"は 人 間 の 虚 栄 心 とそ の 虚 しさ を強 く

表 わ し、そ の 冠 との対 比 に お い て花 輪 と呼 ば れ"allFlow'rsandallTrees"

で 編 み上 げ る とさ れ る庭 全 体 は 、 人 間 の 虚 栄 と絶 縁 し た快 い安 息 の 場 所 の

象 徴 と して の 比 喩 的 なshadeを 体 現 す る。 あ る い は 植 物 を少 量 編 み こ ん だ

冠 が 策 を懐 して つ く られ た も の な ら、 それ を意 図 す る とさ れ る植 物 が 人 間

を椰 楡 して い るの で あ り、一 行 目の"themselvesamaze"の 動 詞 は"bewilder"

の み な らず"totraponeselfinamaze"の 意 味 を も帯 び 、 庭 の 中 で 人 を

惑 わ せ る 生 け 垣 迷 路 を連 想 させ て 、 冠 と対 照 さ れ る庭 とい う安 息 の 花 輪 も

人 間 との 関係 にお い て 危 うい と こ ろ を持 つ とい う暗 示 さ え与 え か ね な い。

こ う し たnaifの 庭 の と らえ 方 とは異 な る視 点 は、punを 含 む こ とば ひ とつ

ひ とつ に と ど ま らず 、naifの 語 っ て ゆ く彼 の 庭 の描 写 か ら打 ち消 し難 く浮

か び あが っ て くるの で あ るが 、 そ の こ とは 以 下 に ゆ ず る こ とにす る。

"Th
eGarden"のserioustoneは この よ うに決 して 滑 稽 とは 言 え な い

庭 の 諸 相 の 存在 を窺 わせ る こ とか ら発 して い る と考 え られ るが 、 こ の 詩 の

humoroustoneを か も し 出すnaifがserioustoneを も導 き出す 働 きをす る
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こ とは 大 変 に興 味 深 い。 そ の こ とは 、UPonAPPIetonHouseでhumorous

toneとserioustoneの 同 時 的併 存 が時 お りの域 に とどま るの に対 して、"The

Garden"で は 庭 の性 質 をめ ぐっ て レベ ル の 異 な る視 点 が 緊 密 な対 応 関係 に

あ る こ との 証 左 で あ る と言 え る。 そ して ま た逆 に その こ とは、 この 詩 中 で

の 語 り手 、naifの 重 要 性 を示 して い る と言 え よ う。 このhumoroustoneと

serioustoneの 相 関 的均 衡 が 、 こ の詩 を凝 縮 度 の 高 い もの に して い る と思

わ れ る。

(2)庭 の諸相

naifは 確かに庭を賛美する。しか しすでに窺 い知ることがで きたように、

彼が挙げる庭の数々の美点は緑の植物を愛する彼の性質 を裏打ちす ると同

時に、庭 という存在が持つ様々な伝統的属性 を思いおこすのをより強 く促

すこととなっている。そしてその結果、彼の庭 は表面には出ない諸相 を反

映して くるように思える。

まずnaifが 庭を称 えることのひとつに庭には緑なす植物が豊かであるこ

とを挙げるのは もっ ともなことである。 しかしこの植物の豊かさは、庭園

に限っても古来エデンの園、『オデュッセイア』のアルキノス王の果樹園、

タッソーの描 くFortunatelslandsの ひとつにしつらえられた庭など一種の

楽園に共通 して見 られる豊壊 という特長に符合 しなが らも、人間に授けら

れる恩恵、 といった比喩的意義がここでも欠落 している。その豊かな情景

は、第一連中で冠に編みこまれる椋欄や柏や月桂樹のい く枚かの枝葉 と比

較して巨大な花輪 とも見える庭の 「すべての花々 とすべての木々」 と表現

された後、第五連で より細か く示される。

What wond'rous Life in this I lead! 

Ripe Apples drop about my  head  ; 

The Luscious Clusters of the Vine
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Upon my Mouth do crush their Wine  ; 

The Nectaren, and curious Peach, 

Into my hands themselves do  reach  ; 

Stumbling on Melons, as I pass, 

Insnar'd with Flow's, I fall on Grass.

(11.33-40.)

庭 の 生 活 のす ば ら し さ は こ こ で は特 に そ の 場 所 の 果 実 の 豊 か さ に 集約 さ

れ て い る。 しか も頭 上 か ら落 ち る りん ご、 果 汁 を 口 も とに 押 しつ け ん ば か

りに滴 らせ るぶ ど う、 手 に触 れ て ほ しい とい う身 ぶ りに 見 え る ズバ イ モ モ

や 珍 種 の 桃 、 惜 しげ もな くこ ろ が って い る メ ロ ン とい っ た 豊 か な実 りは 、

い ず れ も能 動 的 にnaifに そ の 豊 か さ を与 え よ う と して い る。この 連 で の植

物 の 能 動i生は 、 擬 人 化 、 特 に女 性 化 を強 く感 じ させ ず に は お か な い。 こ れ

は ひ とつ に は 愛 あ る い は 愛欲 の 場 と して の 庭 とい う文 学 的 伝 統 が 下 じ きに

され て い る か らで 、 『妖 精 の 女 王 』の ア ク レー シア の庭 、 ア ドー ニ ス の 庭 が

そ う し た典 型 と して 容 易 に思 い うか ぶ 。しか も、ヘ リッ ク の"Cherrie-ripe"

で桜 ん ぼ がJuliaの 唇 で あ っ た り、 ベ ン ・ジ ョン ソン のToPenshurstで 領

主 の 食 卓 へ 「自分 自身 の エ ン ブ レ ム」 で あ る果 物 を携 えて く るの が 領 民 の

"ripeda
ughters"で あ っ た りす る よ うに 、人 間 の 娘 と熟 れ た果 物 を結 び つ

け て表 現 す る こ とは この 時 代 で も決 して珍 し い こ とで は な い。 しか し こ う

い っ た こ とを こ の連 で 開 花 させ た の は 、女 性 を拒 ん だ は ず のnaifの こ こ ま

で の 論 理 展 開 で あ る 。 前 々 連 、 第 三 連 で彼 が 乙 女 の 容 色 の 紅 白 よ りも庭 の

緑 色 が ま さ る と した後 に 、

Fond Lovers, cruel as their Flame, 

Cut in these Trees their Mistress name. 

Little, Alas, they know or heed, 

How far these Beauties Hers exceed!
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Fair Trees! wheres'eer your barkes I wound, 

No Names shall but your own be found.

 (11.19-24.)

と憐 れ み の 声 を あげ る 時 に は 、 彼 も"FondLovers"、 対 象 を溺 愛 す る恋 人

の 習 い に従 っ て い る。 しか し"FondLovers"、 人 閲 の 女性 を愛 す る と い う

愚 か しい 恋 人 た ち が 愛 の 対 象 で あ る女 性 を偲 ぶ よす が と して そ の 名 を木 の

幹 に 彫 りつ け る の と異 な り、naifの 場 合 は 愛 の 対 象 で あ る木 そ の もの に そ

の木 の 名 を刻 む とい う奇 妙 な行 為 とな る。 聞 き手 の うち に 引 き起 こ され る

混 乱 は 、naifの 、 女 性 と木 の 混 同 か ら生 じ る もの で あ り、 同 時 に彼 の そ の

行為 は 、 比 喩 的 意 義 が 存 在 す る こ との で きる 、 もの の 名 称 と実 体 との 間 隙

がnaifに とっ て は 存 しな い とい うこ と を象 徴 的 に 示 す よ うに も思 わ れ る。

ま た 、前 連 の 第 四連 でnaifは 彼 一一一一一流 の解 釈 で も って 乙 女 か ら植 物 へ の変 身

謬 を語 る際 に

When we have run our Passions heat, 

Love hither makes his best retreat. 

The Gods, that mortal Beauty chase, 

Still in a Tree did end their race.

 (11.25-28.)

と言 う。"run"をrunout、 鎮 め る と読 まず に 、 乙女 を追 走 した神 々 が そ う

した よ うに、 駆 け らせ る 、 と読 め ば 、"race"、 競 走 の 息 づ か い そ の ま まに 、

人 間 とい う"race"、 種 族 も"Passionsheat"を 庭 へ 向 け た こ とに な り、

愛 の 神 もま た 庭 に憩 う と なれ ば 、 目的 結 果 の 別 は と もか く、 乙女 が植 物 に

姿 を変 え た の と 同様 、 第 五 連 の 庭 の植 物 も逆 向 きの変 身 を とげ か ね な い様

を見 せ て も不 思 議 は な い 。女 性 と植 物 は い わ ば 第五 連 まで に同 じ レベ ル に

立 た さ れ て い た の で あ る 。
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しか し植 物 、 こ こ で は 特 に果 物 が 女 性 を象 徴 す る こ とが 暗示 され る 時、

今 度 は果 物 が 象 徴 性 を帯 び る とい う こ とへ の 上 記 の よ うな 強 い 指 向 が、 こ

の 連 で 果 物 が 帯 び る別 の 象徴 性 、 宗教 的 象 徴 性 を一 層 強 く促 す よ うに思 え

る。"RipeApples"か らは エ デ ン の 園 で 原 罪 を起 こす も と とな った 果 実 や

雅 歌 で も暗示 され る とこ ろ の 聖 餐 、 そ の 木 か らはTreeofCrossが 思 い う

かべ ら れ る し、"Vine"、"Wine"か ら も受 難iの時 流 され た 血 の連 想 は容 易

で あ ろ う。 また 語 源 的 な方 向 か ら も多 くの 暗 示 が 指 摘 され て い る。 その 名

が ネ ク ター を暗 示 す る"Nectaren"は 不 死 を意 味 す る生 命 の木 の実 、Persian

Appleで あ り、"curiousPeach"と は イ ヴ の 堕 落 の 原 因 の ひ とつcuriosity

の象 徴 で 、 え も い わ れ ぬ味 のpδche、 桃-p6ch6、 過 ち とは 幸福 な る 堕 落 を

暗 示 す る とい う解 釈 、3)"Melons"と は ギ リシ ャ語 で りん ごの こ とで あ る と

い っ た解 釈4)も 穿 ちす ぎで あ る と頭 か ら拒 む こ とは で き な い。 そ して この

連 の 果 実 の"drop"、"crush"、"reach"と い っ た能 動 的 な動 きがnaifの 側

の"Stumbling"、"lnsnar'd"、"fall"と い う動 作 で 受 け とめ られ る に 至 って 、

エ デ ン の 園 で の 人 間 の さだ め を彷 彿 とさせ る極 み に達 す る。その 時"Flow'-

rs"、"Grass"は 聖 書 の 字 義 通 り人 間 を象徴 す る こ と と な り、 植 物 ・果 実 の

先 に述 べ た も うひ とつ の 象徴 性 か ら生 じる感 覚 的 な極 み と奇 し くも合 致 し

て 、 象 徴 と、 象 徴 の 対 象 の 可 換1生 を高 め て い る よ う に感 じ られ る。 そ して

この 合 致 の う ち に、 官 能 美 と宗 教 美 の合 一 す る い まひ とつ の庭 、雅 歌 に う

た わ れ る神 の 花 嫁 の い る 園 生 を思 い うか べ る こ と も可 能 で あ ろ う。

こ う した エ デ ンの 園 の 宗教 的 暗示 が 第 五 連 で か な り強 く感 じ られ るの を

待 つ ま で もな くす で に詩 の 前 半 で 、naifの 庭 も人 間 の 罪 の 問題 に 関 わ って

い る よ うに思 う。 しか し彼 は こ の庭 の 別 の 美 点 を挙 げ るか た ち で、 この こ

とに 言 及 して い る よ うに見 え る。

Fair  quiet, have I found thee here, 

And Innocence thy Sister dear! 

Mistaken long, I sought you then
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In busie Companies of Men. 

Your sacred Plants, if here below, 

Only among the Plants will grow. 

Society is all but rude, 

To this delicious Solitude.

 (11.9-16.)

naifはQuietとInnocenceと い う姉 妹 を こ こ庭 に お い て 見 出 だ した と語 る

の だ が 、 そ の 際 に庭 と対 比 され て い るの は 、"busieCompaniesofMen"

で あ り、 そ れ は 直 前 の 第 一 連 で 、 庭 に は"allFlow'rsandallTrees"が

繁 茂 し て い るに もか か わ らず 一 葉 あ るい は 一 枝 の 草 木 を虚 し くも追 い求 め

る、とnaifが とが め た人 間 た ち と重 な る とい え る。マ ー ヴェルは"TheGarden"

の あ る程 度 まで の ラ テ ン 語 版 と もい え る"Hortus"と い う詩 を書 い て お り、

その 詩 で は語 り手 が 庭 に到 る まで に姉 妹 を求 め て得 られ な か っ た場 所 は 、

「数 々 の 寺 院 、 ま ち、 諸 王侯 の 宮 殿 」 と詳 説 さ れ て い る。 そ して この 対 比

は さ ら に、naifに ふ さわ し く逆 説 的 に"rude,,と きめ つ け られ る"Society"

と、"deliciousSolitude"を 有 す る庭 との 対 比 に 続 いて い る 。solitudeを 賛

美 す る詩 は 同 時代 、 英 訳 され る こ と も多 か っ た 、 フ ラ ンス の りベ ル タ ン 派

と呼 ば れ るサ ン タ マ ンの"LaJouyssance"や テオ フdル ・ド・ヴ ィオ ウ の"La

Solitude"に も見 られ るが 、そ れ ら は専 ら恋 人 と二 人 き りの 孤 独 を う た っ て

い るの で あ り、naifと は 意 見 を異 に す るた ぐい の もの で あ ろ う。 む しろ こ

の連 は ブ ラ ッ ドブ ル ック が指 摘 す る よ うな 「モ ン テ ー ニ ュが 表 明 す る ス ト

イ ッ ク な態 度 と、 リベ ル タ ン派 に顕 著 なcountry-pleasureへ の喜 び の 混 合

で あ る英 国的 な姿 勢 」5)に 近 い 。そ の 姿 勢 の 伝 統 を遡 るな ら、遠 くギ リシ ア

の 哲 人達 か ら続 い て きたsociety対solitude、 行 動 の 生 活 対 沈 思 黙 考 の 生 活

に関 す る論 争 ま で い きつ くと され る。 ス トア 派 で あ れ エ ピ キ-ユロス 派 で あ

れ 、societyで の行 動 に対 応 す る態 度 につ い て は 必 ず し も一 致 しな い もの の 、

solitudeを 生 む沈 思 黙 考 の 生 活 をよ り高 次 で 幸 せ な もの と考 える点 につ いて
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は 異 な る とこ ろ が な い 。6)英 国 に お い て も、都 会 を離 れ た 庭 、あ る い は 田合

と い っ た場 所 で の隠 遁 生 活 に お け る精 神 生 活 の優 位 は ドレ イ トン、 シ ェ イ

ク ピ ア 、初 期 の ミル トン も描 い た とこ ろで あ る し、 この 後 に も いわ ゆ る王

党 派 詩 人 た ちが 当 時 の世 情 を よ り反 映 し たか た ち で 扱 っ た題 材 で あ る。 そ

してnaifの 庭 の 賛 美 も また 第 一 連 そ して この 第 二 連 へ と、庭 の外 の 世 界 と

庭 との 比 較 に お いて 椰 楡 す る こ とに よ り始 ま っ た こ とは 、 こ の庭 が 決 して

同 時 代 的視 野 を欠 い た もの で は な い とい う意 味 で見 落 とされ ては な らな い。

naifの 庭 は 少 な く と も外 の世 界 か ら、 無 垢 と静 寂 の 点 で 選 りわ け られ た場

所 な の で あ る。

そ の 一 方 、庭 の外 との 対 比 をふ ん で"here"(1.9)と 述 べ られ た庭 は 三 行

お い て の ち再 び"herebelow"(1.13)と 言 い な お され た時 に は、thereabove、

天 上 との対 比 に移 行 して い る。QuietとInnocenceの 姉 妹 が"sacredPlants"

と呼 ば れ た 時、 後 の 第 四連 に お け る 乙女 か ら植 物 へ の変 身 課 は す で に こ こ

で 予 想 され て よ か った の で あ ろ うが、 そ れ は と もか く と して 、"sacred"と

い うこ とば も上 下 方 向 のhere-thereを 意 識 して 用 い られ て い るこ とは注 目

に値 す る。Upon.4ppletonHowseで も、conscience、 良 心 とい う抽 象 名 詞

が 植 物 の 比 喩 で 語 られ 、 しか も そ こに も上 下 方 向のhere-thereが 使 わ れ て

い た の が 思 い出 さ れ る。

For he did, with his utmost Skill, 

Ambition weed, but Conscience till. 

Conscience, that Heaven-nursed Plant, 

Which most pur Earthly Gardens want. 

A prickling leaf it bears, and such 

As that which shrinks at ev'ry touch  ; 

But Flowers eternal, and divine, 

That in the Crowns of Saints do shine.

(Uppon Appleton  House  , st .45)
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こ うい っ た こ の世 の 外 との対 応 も含 み な が ら"thisdeliciousSolitude"

が 称 え られ た あ と、naifが 語 る この庭 は りベ ル タ ン派 の詩 人 た ち の うた っ

た庭 に似 て い な くも な い。しか しそ こで さ ざめ くよ うにnaifを と り ま く植

物 は た とえ 女 性 た ち とみ まが うば か りで あ つ て も決 して女 性 で は な い。 し

か もそ の一 方 で 多 くの 暗 示 が エ デ ン の 園 を指 して い るの で あ っ たか ら、 第

八 連 で今 や そ の エ デ ン の 園 が 明 確 にnaifに 思 い うか べ られ た 中 で彼 の意 味

して い た"thisdeliciousSolitude"が 敷 延 され 、 い ま少 し人 間 の 罪 につ い

て考 え させ られ る こ とに な っ て もそれ は 唐 突 な こ とで は な い。

Such was that happy Garden-state, 

While Man there walk'd without a  Mate  : 

After a Place so pure, and sweet, 

What other Help could yet be meet! 

But 'twas beyond a Mortal's share 

To wander solitary there : 

Two Paradises 'twere in one 

To live in Paradise alone.

(11.57-64.)

こ の 第 八 連 ま で にnaifが 称 えて きた庭 の 状 態 す べ て を こめ た連 頭 の"Such"

は 大 変 重 い こ とば で あ り、 そ れ を受 け た"thathappyGarden-state"も ま

た 、 第 一 義 と して は"aPlacesopure,andsweet"で あ った エ デ ンの 園

を指 す けれ ど、naifが 語 っ て きた 庭 とエ デ ンの 園 の い ず れ が 本 体 な の か 影

な の か 、 あ る い は二 つ は ひ とつ なの か 定 か で は な くす る よ うな重 さ を持 つ

よ う に感 じ られ る。 そ して巧 み に ま じ りこ ん だ 仮 定 法 を も含 め て こ の 連 の

動 詞 が す べ て過 去 形 で あ る こ とは、"that"(1.57)と い う指 示 形 容 詞 と共 に 、

過 去 の楽 園 の庭 に向 け て の 哀 惜 を感 じさせ ず に は お か ない 。 そ の過 去 の う
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ち に は 別 の庭 、UPon.4PPIetonHouseに も見 え る よ うに 、 内乱 に荒 廃 しマ

ー ヴ ェル が 隠遁 の 道 を と ら ざ る を え な か った 状 況 に至 る前 の
、 平 和 で 充 ち

た りた 英 国 の過 去 も含 まれ て い る の か も しれ な い 。

Oh Thou, that dear and happy Isle 

The Garden of the World ere while, 

Thou paradise of four Seas, 

Which Heaven planted us to please. 

But, to exclude the World, did guard 

With watry if not flaming Sword  ; 

What luckless Apple did we tast, 

To make us Mortal, and The Wast?

(Upon Appleton  House, st.41)

「世 界 の庭 」 とい う 自国 賞賛 の 表 現 は 英 国 で も シ ェ イ クス ピ ア あ た りか ら

見 られ る と され て い るが 、 そ れ を エ デ ン の 園 とそ こ で の 堕 落 とに結 び つ け

る こ とは 王 党 派 詩 人 た ち に と っ て も心 情 に適 う とこ ろが あ っ た に違 い ない。

そ の 意 味 で も"TheGarden"の 第 八 連 に は 時 の微 妙 な た ゆ た い が あ る。

naifは 自分 の 庭 の"thisdeliciousSolitude"を 確 認 す るか の よ うに"while

Mantherewalk'dwithoutaMate"と た た み か け る の で は あ る け れ ど、

こ の"Man"に は 二 重 の 意 味 が か け られ て い る よ うに思 え る。 植 物 を選 び

女 性 を退 け るnaifの 言 なの だ か ら、 女 性 た る"Mate"、 イ ヴ を伴 わ ず に い

た 時 の 男 性 ア ダ ム の 幸 福 が うた わ れ て い る の で あ る。しか しこ こ で は 、naif

が 庭 に女 性 は不 要 とす る態 度 は エ デ ン の 園 に 堕 落 を招 い た も と とさ れ て い

る女 性 を 暗 に排 除 す る こ と に もつ な が る の で あ る。 例 え ば ジ ョン ・ダ ン の

"TwicknhamGarden"で
、 恋 す る女 性 に つ れ な くさ れ春 の 庭 で 独 り嘆 く

語 り手 は 、「私 は こ の場 所 をか の エ デ ンの 庭 と ま こ う こ とな く考 え られ る よ

うに 蛇 を携 え て きて い た 。」と言 う。 蛇 、 女 性 、 庭 で の 嘆 き とい うエ デ ン の
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園 の 堕 落 とわ か ち難 い 三 者 をペ トラル カ風 恋 愛 詩 に転 化 させ た の は ダ ンの

機 知 で あ る けれ ど、 そ の 同 じ彼 が後 に"Sermons"の 中 で 、 ア ダ ム の イ ヴ

を伴 わ な いsolitudeに つ い て 語 っ て い る こ とは 非 常 に興 味 深 い とこ ろが あ

る。そ れ に よ れ ば 、solitudeの あ る と こ ろ にprideは 存 在 しな い か ら ひ と り

で い る時 の ア ダ ム に はprideは 見 られ な い 。しか る にア ダ ムの 妻 イ ヴ にお い

て彼 女 が 最 初 に して しま っ た こ とは 、 汝 た ち は神 の よ う に なれ る と語 る蛇

の 声 に 耳 を傾 け る と い うprideの なせ る わ ざで あ って 、人 が ひ と りで な くな

る と必 ず やprideが 存 す るの だ、 とい うの で あ る。7)そ こ には 、他 者 を意 識

して 自己 をみ る こ とか ら始 ま る で あ ろ う高 慢 とい う罪 を持 ち出 しな が ら、

ア ダ ム 、イ ヴ と い っ た性 別 を越 え た と こ ろ でsolitudeと い う もの が 人 間 に

及 ぼ す ひ とつ の 作 用 が示 され て い る よ う に思 え る。 そ れ は 心 の 煩 い と して

の 他 者 を遠 ざ けて 心 を澄 ませ る、 す な わ ち 第 二連 で 言 及 され た 静 寂 と無 垢

の 境 地 をつ くる とい う作 用 で あ る。naifが エ デ ンの 園 の よ うな 自分 の庭 か

ら女 性 を排 して い っ た 時 、 そ れ はエ デ ン の 園 か ら原 罪 を予 め と り除 くか の

よ うで あ る け れ ど、 や は り ま ちが い な くそ こ か ら時 を くだ っ た もの で あ る

こ の庭 を今 、無 垢 な もの とす る こ との で き るsolitudeの 浄 化 作 用 が 秘 か に

語 られ る結 果 とな って い る。"Man"(1.58)が"Mortal"(1.61)に 言 い換 え

られ る際 、manの も うひ とつ の 意 味 が 改 め て 意 識 され て い る よ うに 思 わ れ

る。 そ して その 時、 庭 に ひ と りい る、 とい う こ とで語 られ て い る の は 、 別

の伝 統 的 な庭 、 心 の 庭 をsolitaryに す る こ とな の で あ り、 この 連 の 一 行 目

の"Garden-state"は そ の ま ま心 の 庭 と聞 い て さ しつ か え な い で あ ろ う し、

「楽 園 に ひ と り住 ま う こ とは、 二 つ の 楽 園 を ひ とつ に す る よ うな もの で あ

ろ う。」とい う表 現 は、naifの 庭 と心 の庭 との照 応 関 係 を的確 に 示 して い る

こ とに な る。

そ うい っ た庭 の 象 徴 性 の 強 ま りは次 に 続 く最 終 連 に も続 い て い る。

How well the skilful Gardner drew 

Of flow'rs and herbs this Dial new  ;
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Where from above the milder Sun 

Does through a fragrant Zodiack  run  ; 

And, as it works, th'industrious Bee 

Computes its time as well as we. 

How could such sweet and wholesome Hours 

Be reckon'd but with herbs and flow'rs!

(11.65-72.)

こ こ で語 られ る 「草 と花 々 で で きた 日時 計 」 に つ い て は 、植 物 が 装 飾 的

に 用 い られ て い る もの と、 開 花 時 間 を巧 み に利 用 して 実 際 に植 物 を指 針 の

役 に た て た もの との い ず れ か で あ ろ う と考 え られ て お り、 蜜 蜂 が は か る と

され る"time"がthyme、 タチ ジ ャ コ ソ ウ とpunに な って い る の も8)ま こ

とにnaifの 庭 に ふ さ わ しい 。と こ ろ で こ の 日時 計 はNatureとArtの 問 題

に 関 し て ど うい う位 置 を 占め る の だ ろ うか 。 あ の 『冬 物 語 』 の パ ー一デ ィ タ

とポ リク シニ ー ズの 問答 に代 表 され る よ うに、 そ の 相 互 の 関係 をめ ぐっ て

の論 争 は長 い 歴 史 を持 つ 。Natureを 純 粋 で 無 垢 とす る見 方 の 一 方 に はArt

を冒 漬 的 、不 自然 とみ な す 見 方 が あ り、Natureを 粗 野 、不 完 全 と捉 え る な

らArtは そ れ を矯 正 あ る い は補 う もの と も考 え られ た 。で あ るか ら、Nature

とArt双 方 が複 雑 に絡 み あ う存 在 で あ る庭 とい う もの に そ の論 争 が最 も熱

を こめ て も ち こ まれ て奇 異 な こ とで は なか っ た は ず で あ る 。しか しnaifの

庭 に は そ の両 者 を言 挙 げ して 扱 う気 配 す らな い。NatureとArtに 対 立 関係

が生 じ る の は 、 キ リス ト教 教 義 と、 キ リス ト教 異教 を問 わ ず 存 在 す る理 想

郷 へ の郷 愁 との 結 合 か らで あ ろ うが 、naifの 庭 の 日時 計 は そ れ 以 前 か らの 、

神 の御 わ ざで あ るNatureと 人 間 の わ ざ と してのArtと い う対 立 をは らま な

い二 者 の 対 照 を示 唆 す る と思 われ る。それ は、この 日時 計 をすえた"Theskilful

Gardner"がnaifの 庭 の 庭 師 で あ る と同 時 にGodを 暗 示 し、 続 い て 、 天 の

十 二 宮 に も対 応 す るこの 日時 計 、"afragrantZodiack"9}に 注 ぐ"themilder

Sun"が 天 上 の穏 や か な太 陽 で あ る と同 時 に、punと して し ば しば 用 い られ
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る とこ ろの 父 な るGodに 対 す るSonを 暗 示 す る こ とか ら示 さ れ るだ ろ う。

さ らに 、 他 所 よ り"milder"と 感 じ させ る植 物 の快 いか げ は他 所 の"narrow

vergedShade"(1.5)と は性 質 を異 に し、Godの 庇護 の も と、"repose"(1.

8)を 得 る場 として の 意 味 を帯 び て くる。こ うい った 豊 富 な含 蓄 の 中で 、"flow'-

rsandherbes"で つ くられ た"thisDialnew"は 庭 の 中 の 日時 計 だ け で

は な く、緑 豊 か なnaifの 庭 そ の もの を も暗 示 す る だ ろ う。そ の 日時 計 に よ

って の み 、 あ る い は庭 そ の もの に よっ て の み は か られ る"suchsweetand

wholesomeHours"を"we"同 様 は か っ て い るの は 「勤 勉 な蜜 蜂 」で あ る。

ヴ ァー ジ ル の農 耕 歌 に まで 遡 る とされ る蜜 蜂 の さ ま ざ ま な象 徴 的 意 味 の う

ち こ こで 最 も示 唆 的 な もの は 、 そ れ に よ っ て しば しば 詩 人 とい う もの に も

な ぞ ら え られ る その 勤 勉 さ と創 造 力 で あ る。そ うな る と、蜜 蜂 が"itstime"

をは か り"we"がourtimeを はか る とは 自 ら の 意志 で 創 造 した 時 の 意 味 を

た ゆ み な く慮 る こ とに な るだ ろ う。 そ の 時 間 の うち の"repose"(1.8)と は

怠惰 で もな い か わ りに、 第 一 連 で 語 られ た 虚 しい こ と を追 い求 め る人 々 の

"
uncessantLabours"(1.3)と も鋭 く対 立 す る もの で あ る はず だ 。 十 六 世

紀 か ら十 七 世 紀 にか け て 、庭 園 に は 日時 計 をお くの が 流 行 した とい われ て

い る。そ れ は い ず れ死 す べ き人 間 に死 を も た らすTimeに 対 す る当 時 の 人 々

の オ ブ セ ッ シ ョ ン と も言 え る こだ わ りの 表 われ とさ れ て お り、 そ う い っ た

日時 計 に は、 流 れ 去 る 時 の速 や か さ と虚 し さ を警 告 す る こ とば が 文 字 の 形

に 刈 りこ まれ た植 物 あ る いは文 字 で 表 わ され る こ とが 多か っ た らし い。11)そ

の 意 味 で は最 終 連 の 日時計 は 同 時代 とつ な が っ て、 エ デ ンの 園 で の 堕 落 以

降 の 時 を も組 み こむ か も しれ ない 。け れ ど もnaifの 庭 そ の もの と も考 え ら

れ る この 日時 計 は 、 そ うい っ たTimeの 内 の 時 を超 越 す る意 志 的 な 時 が そ

こで 刻 ま れ意 識 され て い る こ とをか え っ て 一 層 印象 的 に示 して い る よ うに

思 わ れ る。こ れ ら の こ とはnaifの 庭 賛 美 と表 面 上 何 ら齪 語 を き た す とこ ろ

は な い ま ま で あ る け れ ど、 この よ うに特 に第 八 連 、 第 九 連 と高 ま りを見 せ

て終 わ る庭 の 象 徴 性 は実 は 第 六 連 に顕 著 に 端 を発 して い た よ うに 見 え る。
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(3)心 の大洋

Mean while the Mind, from pleasure less, 

Withdraws into its happiness  : 

The Mind, that Ocean where each kind 

Does streight its own resemblance find  ; 

Yet it creates, transcending these, 

Far other Worlds, and other Seas  ; 

Annihilating all that's made 

To a green Thought in a green Shade.

(11.41-48)

この第六連がnaifと 庭の植物 との極度に感覚的な交歓 をうたった第五連

の直後にあることか ら、"pleasureless"と は感覚の喜びのことだとされて

いる。第五連において彼の庭での愉悦は頂点に達 していたのだか ら、これ

は彼がそれまで称 えて きた庭か ら直接的に受けた喜び、 と言ってもよいだ

ろう。"less"と 形容されたこの喜びと、そこを退いて心がむかっていった

"it
shappiness"に ついては、前者 を否定的に捉えるものか ら後者が前者

を包含すると捉えるものまで解釈の幅は広いのだが、"less"、"its"と いう

形容語 と"withdraws"と いう動詞が相和 して、ある飽和を経た後の状態 と、

第五連での受身の姿勢は終えられたとす る傾 きが感 じとられる。がなによ

り、 これまでの喜び と、喜びを喚起 していたものがその導入のはじめにあ

ったにせ よ、それらとは質 と次元を全 く異にする喜びとその源が意識 され

た瞬間をとらえて鮮やかである。

この新たな幸福は二つの段階を持つ と述べ られているようである。 まず

最初の段階では、陸上の動物界 も植物界 も大洋に各その対応物を持つとい

うプ リニウス以来の観念が表現 として用いられてお り、心とい う大洋は意

識下のものを含めて自身の外の現実世界を包含することを示すと思われる。
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す な わ ち心 の幸 福 の 第 一 段 階 は、知 とい う心 の 機 能 に依 っ て い る。"streight"

とい う即 時 性 は しか し、 そ の 段 階 の 心 の 幸 福 は た とえ その 外 の 事 物 が 広 汎

で 無 限 で あ ろ う と、 つ い に は た だ その 対 応物 を有 す る こ との み に 限 られ る

とい う少 々 制 限 的 な印 象 を与 え るの を免 れ え な い。 今 や 心 は次 な る段 階 に

進 まな くて は な ら な い。 心 の幸 福 の 第 二 段 階 は 想 像 とい う心 の 創 造 の機 能

に負 う。エ ン プ ソ ン は い み じ く も、「… しか し海 に は ま た ク ラー ケ ン もい る。」

と言 っ た が 、12)心 の そ うい った 力 は現 実 の域 を越 え、現 実 の世 界 に 存 在 しな

い もの さ え、 っ ま り"FarotherWorlds,andotherSeas"を も生 み 出 す

こ とが で きる。もはや その 幸 福 は制 限 され る こ とを知 らない。心 がtranscend、

越 え る とす る"these"は 二 通 りに解 釈 で き る。 そ れ が 現 実 の様 々 の 事 象 を

意 味 す る数 々 の 世 界 と海 の こ とな ら、 想像 の 創 造 が 現 実 に対 して もつ優 位

が 示 さ れ る こ と に な る。ま た そ れが 心 自 身 に よっ て創 り出 され た"Farother

Worlds,andotherSeas"を さす な ら、 想 像 の創 造 の 無 限 性 が 示 さ れ る こ

とに な る。 い ず れ に して もそ の 表 現 は連 続 性 と広 大 さで 私 た ち を眩 惑 す る

け れ ど、 こ こ で 車 要 な の は創 造 さ れ た もの の 驚 異 で は な く、 そ の 源 、 心 と

い う大 洋 そ の もの な の で あ る。 最 終 カプ レ ッ トは 、現 実 の もの 、 想 像 上 の

もの を含 め て あ らゆ る こ とが ひ との 思 い に 収 敏 す る こ とを見 事 に 表 現 して

忘 れ 難 い。 そ して 広 や か な大 洋 に た とえ られ た心 の至 福 が 、 い か に も快 い

緑 の 木 か げ に い て初 め て意 識 され 味 わ わ れ た こ とを思 い起 こ させ る。"green

Shade"と い う表 現 は ヴ ァー ジ ル の牧 歌 に ま で 遡 る こ とが で き、また 緑 とい

う色 の 象 徴 的 意 味 も若 さ、希 望 、喜 び な ど を は じめ 少 な くな い けれ ど、green

とい う こ とば が 重 ね て 用 い られ る こ と に よ り、 繊 細 な心 を魅 きつ け た 木 々

の間 で 心 の 幸 福 を見 出 だ した ひ と りの 人 間 の新 鮮 な喜 び が 強 く伝 わ って く

る よ う に思 わ れ る。

こ う した ひ とっ の 心 が 示 され る と、 連 の 最 後 の 収 敷 に至 る まで に 、 そ の

動 きへ の 注視 と描 か れ た 無 限 の 広 が りの た め に 、naifの 姿 が薄 れ る よ う に

感 じ られ る。そ して こ のnaifに も似 て 、混 乱 した社 会 を離 れ 、ヨー ク シ ャ 、

アプ ル トン屋 敷 に隠 棲 す る フ ェ ア フ ァ クス 卿 の も とに 身 を寄 せ た 詩 人 そ の
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ひとのことが思い出されずにはいられない。その時、naifの 快い緑の庭の

中での喜びは詩人の実際の庭の中のそれと重なり、さらにnaifの 庭その も

のが詩人の心に収敏され うる被創造物に見えて くる。後の第八連で示唆さ

れた心の庭 とい う文学的伝統 をふまえた表現は、この第六連で心の大洋 と

して既 に言及 されていた詩人の心の庭 を再び換言 したものに他ならない。

naifに 、より濃 くお とされる詩人のかげは続 く第七連のさまざまな象徴

にもひき続 き見 ることができる。

Here at the Fountains sliding foot, 

Or at some Fruit-trees mossy root, 

Casting the Bodies Vest aside, 

My Soul into the boughs does glide  : 

There like a Bird it sits, and sings, 

Then whets, and  combs its silver Wings ; 

And, till prepar'd for longer flight, 

Waves in its Plumes the various Light.

(11.49-56.)

しか し まず 、 詩 中 に これ ま で で て きた た ぐい の 宗 教 的 象 徴1生 に関 して も

この 連 は豊 か で あ り、 洗 礼 の 泉 と して の"Fountains"、Fallに 至 りか ね な

い"slidingfoot"、 エ デ ンの 園 の知 恵 の木 を暗示 す る よ うな"someFruit-trees

mossyroot"な どか らエ ンプ ソ ンの よ うに 「そ の鳩 は 聖 霊 の鳩 で あ り契 約

の虹 を暗 示 す る。」13}と 言 い切 る解 釈 も可能 で あ ろ う し、ま た ボ ナ ヴ ェ ン ト

ゥー ラ、 プ ロ テ ィ ヌ ス、 エ ヴ レ オ ら新 プ ラ トン主 義 者 の 魂 に 関 す る記 述 に

多 くの 類 似 を見 出 し、"variousLight"と は ひ とつ の 大 い な る光 の 多 様 な 反

映 と し、 魂 の"BodiesVest"を 脱 ぎす て て の 上 昇 を 天上 へ の 回 帰 とみ な す

ウ ォ ラス タ イ ン の 解 釈 も説 得 力 が あ る。14)いず れ も、魂 が 庭 で 得 られ た もの

よ り高次 の 何 か を希 求 して い る こ とに 着 目 し、 か つ そ の 根 拠 と して 詩 中 に
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少 な か ら ず こ め ら れ て き た 宗 教 的 、 哲 学 的 性 質 の 暗 示 を あ げ て い る こ と は

重 要 で あ ろ う 。 しか し 同 じ ウ ォ ラ ス タ イ ン の 言 を借 り る な ら、 「マ ー ヴ ェ ル

が 何 か 特 殊 な 宗 教 的 体 験 を 述 べ よ う と し た の で は な 」<、 「彼 が 我 々 の 内 に

喚 起 し た い と す る 体 験 を 、 彼 は ま さ し く意 識 の 鎮 静 、 拡 大 、 統 一 と し て 描

い て い る の で あ り、 そ の 中 で は 、 も し か す れ ば 単 な る つ か の ま の 体 験 に し

か な ら な か っ た で あ ろ う も の が 、 そ れ を 充 た す べ く入 っ て き た 宗 教 的 思 念

に よ り 固 定 さ れ 、本 質 的 な 意 味 を与 え ら れ た 」の で あ る 。15}庭 の 木 々 の 枝 に

滑 る よ う に 飛 ん で そ こ に と ま り、 う た い 、銀 の 羽 毛 を 整 え 、"longerflight"

に 備 え て 翼 を 広 げ 虹 色 に 波 う た せ て み る"MySoul"と い う鳥 を"it"(1.

53)、"itssilverWings"(1.54)、"itsPlume"(1.56)と 眺 め る 客 観 性 は 、

前 連 で 薄 れ たnaifの も の ば か りで は な い 。 そ の 鳥 は 詩 人 の 心 の 庭 の 鳥 、詩

人 の 魂 で も あ る の だ か ら。 こ の 魂 の 変 身 謳 に よ り、 詩 人 が 心 の 創 造 物 と し

て 生 み 出 し た 庭 を 越 え て 去 ろ う と して い る こ と は 感 じ ら れ る け れ ど も、 そ

れ が 詩 人 が 貴 重 な 体 験 を 得 た 現 実 の 庭 を 去 る こ と を ど れ だ け 反 映 す る か と

い う こ と は 、 判 断 の 外 に お くべ き こ と で あ ろ う。
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